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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
る

み
」
を
講
師
に
行
わ
れ
た
講
習
会
に

は
50
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

実
は
孤
独
死
と
言
わ
れ
る
そ
の

4
割
が
、
働
き
盛
り
の
中
高
年
で
あ

る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
? 

孤
独
死
・
孤
立
死
は
独
居
高
齢
者

に
限
ら
ず
、
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。 

ま
た
、
下
記
の
よ
う
な
具
体
的
事

例
を
も
と
に
し
た
講
義
は
と
て
も

分
か
り
易
か 

 

っ
た
で
す
。 

自
分
で
出 

 

来
る 

事
と
し
て
は 

健
康
診
断
を 

受
け
る
・
サ
ロ
ン 

や
健
康
教
室
に
行
く 

・
趣
味
や
生
き
が
い 

を
持
つ
こ
と
だ
と
解 

り
ま
し
た
。 

 

 

43%

17%

13%

13%

6%
3% 5%

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
る
み
」
の
ス

タ
ッ
フ
を
講
師
に
迎
え
、
架
空
の
『
未
来
様
』

ご
夫
妻
を
例
に
介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
た

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
を
開
催
、
90
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

65
歳
以
上
の
ペ
ア 

(

夫
婦
・
親
子
・
兄
弟 

な
ど)

が
互
い
に
介
護
を
行
う
の
が
老
老
介

護
で
す
が
、
現
在
す
べ
て
の
介
護
の
6
割
が

老
老
介
護
。 

そ
の
う
ち
の
3
割
が
認
知
症
ペ

ア
に
よ
る
認
認
介
護
で
、
と
も
に
心
身
の
大

● 第一支部  11 月     日(水) 二ツ宮南区自治会集会所  

● 第二支部  11 月 11 日(日) 上サ自治会館  

介
護
の
コ
ツ 

第
一
支
部 

老
老
介
護 

 

問 誰に相談をしますか 

● 第四支部   10 月 25 日(木) 土屋自治会館  

● プラザ地区   11 月                                                            プラザ自治会館  

問 心配事がありますか 

●家族 

●近所 

●民生委員 

地域包括 

●自治会 

●区役所 

●その他 

「抱えこまないで」 

心配事の内容 1 番は 

自分や家族の健康  

今後聞きたい内容の１番は  

介護保険制度 

その他として、成年後見制度や終活・ 

相続がありました。 

問 相談相手はいますか 

 

第二支部 

 

≪孤独死・孤立死は 
独居高齢者だけとは限らない≫ 

 
地域包括支援センターに寄せられる相談 

Q 足腰が弱り、買い物や通院に行けない。 

A 乗降が可能ならタクシー利用が一番安い。難しいようなら  

介護認定を受け、可能なサービスを利用。 

Q 病院に入院中だが、退院後の生活が不安。  

A 病院に医療相談員がいる。包括支援センターが病院に赴き、  

相談に乗ることも可能。  

Q 自分自身や親の認知症を予防・早期発見したい。  

A 二年に一度(  歳以上の奇数誕生年)物忘れ検診が受けられる

ので健康診断の一連と考え受けてみては。 

介護のコツ 

①
排
泄
の
失
敗
は
捨
て
て
も
よ
い

も
の
で
処
理
を
す
る
。
に
お
い
か

ら
自
分
を
守
る
た
め
、
口
で
呼
吸

す
る
。 

②
介
護
者
が
元
気
で
い
る
こ
と
が

大
切
。
気
分
転
換
を
図
り
、
自
分

の
健
康
・
病
気
を
治
す
こ
と
を
後

回
し
に
し
な
い
。 

③
介
護
さ
れ
る
側
も
す
る
側
も
い

っ
し
ょ
に
年
を
取
っ
て
い
く
こ

と
を
忘
れ
ず
に
!! 

き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
介
護

が

100

あ
れ
ば

100

通
り
の
仕
方
が
あ
り
ま

す
。
介
護
保
険
の
申
請
や
住
宅
改
修
の 

申
請
な
ど
困
っ
た
こ
と
は
、
民
生
委
員 

   

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し 

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。 

注 

介
護
保
険
制
度
は
自
分
が
希
望
し
て 

申
請
し
な
い
と
利
用
で
き
ま
せ
ん 

※ 

〈  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〉 

無回答  
２％ 

いる 79％ 21％ 
いない 

7 

18 日(日) 

支部講習会アンケート結果 

              回収率 53% 男 45% 

                         女 55% 

 

ない ６６％ある 32％ 

65 

 



 
 

62
人
出
席
の
も
と
「
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
あ
ん
し
ん
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

会
長
の
依
田
博
之
氏
を
招
き
、
講
演

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
自
分
の
町
か

ら
孤
独
死
を
出
し
た
く
な
い
。
そ
の

思
い
で
立
ち
上
げ
た
会
に
、
当
初
批

判
や
反
対
が
多
く
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
で
も
、
地
道
に
町
や
住
民

を
愛
す
る
気
持
ち
を
訴
え
行
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
会
・
老
人
会
・

社
協
・
包
括
等
の
協
力
を
得
て
大
き

な
組
織
に
変
わ
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。 

現
在
で
は
、
孤
独
死
や
認
知
症
・

若
い
人
の
う
つ
や
子
ど
も
の
虐
待

な
ど
年
齢
に
関
係
な
く
様
々
な
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
大
切
!

し
か
し
人
命
の
方
が
も
っ
と
大
切
!

困
っ
て
い
る
人
の
要
望
に
手
を
差

し
伸
べ
る
と
い
う
事
が
大
切
で
す
。 

(

講
師
の
言
葉
よ
り)

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
と
埼
玉
県

栄
養
士
会
の
西
文
先
生
を
招
き
「
認
知
症
と

介
護
の
話
・
そ
の
予
防
と
食
事
の
献
立
」
の

講
習
会
を
開
催
。
85
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。 日

常
生
活
を
継 

続
す
る
た
め
に
は
認 

知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

「
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ
る
自
身

で
の
気
付
き
、
家
族
や
近
隣
等
、
地
域
の
方
々

で
の
気
付
き
な
ど
「
あ
れ
」
と
思
っ
た
ら
地

≪つなげよう・つながろう≫ 

 ボランティアとは… 

 

「ひとりじゃないよ」 
 

後
半
で
は
「
さ
さ
え
愛
プ
ラ
ザ
5
年

間
の
活
動
」
と
「
プ
ラ
ザ
内
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
紹
介
」
が
あ
り
、
ど
の
団
体
も

抱
え
て
い
る
問
題
に
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
地
元
の
た
め
に
動
い
て
い
る
と
い
う

共
通
認
識
が
持
て
ま
し
た
。 

「
私
は
い
ろ
い
ろ
な
人
に
支
え
ら
れ
て

い
る
が
、
80
歳
を
過
ぎ
た
今
で
も
、
気

持
ち
さ
え
あ
れ
ば
、
支
え
る
側
に
も
な

れ
る
の
で
す
ね
。
と
参
加
者
の
声
。 

域
包
括
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
で
す
。
予
防
に
は
①
十
分
な
睡
眠

を
取
る
②
適
度
な
運
動
を
す
る
③
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
摂
る
④
活
発
な
生
活
を 

   

送
る
こ
と
で
す
が
、
な
か
で
も
食
生
活
に

気
を
配
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
高
齢
だ
か

ら
と
食
事
の
量
を
減
ら
し
て
低
栄
養
に
な

ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

一
日
三
食
、
規
則
正
し
く
、
良
く
噛
ん
で
食

べ
る
。
塩
分
の
取
り
過
ぎ
・
食
べ
過
ぎ
・
飲
み

過
ぎ
に
注
意
。
そ
し
て
何
よ
り
毎
日
の
食
事
や

調
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
認
知
症
予
防
が
期

待
で
き
る
食
品
と
し
て
、
青
物
の
魚
や
レ
バ

ー
・
緑
黄
色
野
菜
・
ナ
ッ
ツ
類
・
牛
乳
・
納
豆
・

卵
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

食
事
で 

認
知
症
予
防 

第
四
支
部 

昨年の支部講習会は、どの支部も「認知症を学ぼう」
を共通テーマに掲げましたが、本年度は支部ごとに聞き
たいテーマを話し合いで決め、開催となりました。 
支部のカラーが伺え、280 名にのぼる参加者からは、

好評の声をたくさん頂戴しました。 

支部講演会 

 

第
三
支
部
講
習
会
開
催 

平
成
31
年
2
月
2
日(

土)
 

飯
田
新
田
自
治
会
集
会
所 

テ
ー
マ 

 

リ
ハ
ビ
リ
か
ら
み
る
介
護
予
防 

乞
う 

ご
期
待 

外仕事(草取･

庭掃除他)

家事援助

付添(病院･散歩)

50

ごみ出し

話し相手

買物代行
大工仕事

メインテーマ 

こ
の
町
が
好
き
。
周
り
の

み
ん
な
が
好
き
。

立
場
・
年
齢

は
違
っ
て

も
、
自
分

が
人
に
支

え
ら
れ
、

人
の
役
に
も

立
て
る
幸
せ

〈  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

〉 

｣
 

12 18 
27 

35 

207 

ささえ愛プラザ 

を
感
じ
る
ひ
と
と

88 
き
で
し
た
。 

  



馬宮地区「いきいき百歳体操」実施グループ 

グループ名 開 催 場 所 開催 ・日時 

春陽苑  
いきいき体操  

春陽苑  第 1(月) 10：00～ 

馬宮すずめ 
グループ 

馬宮団地  
自治会館  

毎週(水) 10：00～ 

馬宮荘  

体操教室  

馬宮荘  

(馬宮コミセン) 
第 3（火） 13:30～ 

西遊馬高木  
西遊馬高木  

自治会館  
第 3 又は第 4（日） 
(月 1 回) 10:00～ 

いきいき さかえ 
栄小学校  

北校舎 3 階  
第 1 ３（木） 

9：50～ 

上サ カヨウ会  上サ自治会館  第 3（火） 10:００～ 

 

 

11
月
23
日(

祝
・
金)

馬
宮

コ
ミ
セ
ン
に
て
、
今
年
で
８

回
目
と
な
る
絆
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

23

年
に
お
き
た
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、
私
た
ち
は
人

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
気

付
か
さ
れ
、
ま
ず
は
こ
の
馬

宮
地
区
で
の
絆
を
深
め
よ
う

と
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
始

ま
り
ま
し
た
。 

 

平成 30 年度 馬宮地区社協募金等実績額 

赤い羽根共同募金          ￥1,065,150 

歳末たすけあい募金        ￥447,431 

社会福祉協議会賛助会費    ￥1,234,500 

寄付金           ￥5,112 

皆さまから頂戴しました災害義援金￥8,413 は、
日本赤十字社をとおし、北海道地震と西日本豪雨
で被災された方への支援金として送らせて頂き
ました。 

異
常
気
象
に
よ
る
大
災
害
が
続
い

た
今
年
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
、

 

                                

       

編
集
後
記 

〈弥生ふれあい会参加者募集〉 

75 歳以上の方(定員 50 名)を無料で 
昼食会へご招待します。 

3 月 12 日(火）午前 11 時～ 

３０年度「馬宮まごころ基金」 

22 団体(サロン10 団体･ボランティア 

他 12 団体)へ交付させて頂きました。 

馬
宮
の 

地
で 

奏
で 

る  
 

絆

 

コ
ン
サ
ー
ト 

』 
  ありがと うございました 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
お 知 ら せ 

社
会
福
祉
大
会
開
催 

11
月
19
日(

月)

、
市
民
会
館
お
お
み

や
大
ホ
ー
ル
に
て
、
さ
い
た
ま
市
社
会

福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
馬
宮
地
区
社

協
理
事
と
し
て
、
佐
藤
孝
子
さ
ん
・
常
田

秀
子
さ
ん
の
2
名
が
、
会
長
賞(

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
歴
10
年)

を
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

健
康
教
室
＆
Ｐ
Ｂ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

右
岸
四
自
治
会 

お
待
ち
か
ね
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

お
馴
染
み
の
「
つ
ち
や
吹
奏
楽
団
」
と

「
マ
リ
ン
バ
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ズ
」
に
よ

る
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
耳
を
傾
け
、
心

も
ほ
っ
こ
り
、
ゆ
っ
た
り
。
会
場
内
は

温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

最
後
は
、
ふ
る
さ
と
馬
宮
で
の
深
い

縁
を
感
じ
つ
つ
、
会
場
の
皆
さ
ん
に
よ

る
童
謡
「
ふ
る
さ
と
」
の
大
合
唱
が
ホ

ー
ル
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

『 

た
。

3

回
目

の
本
大
会
は
、

す
っ
か
り
定

着
し

70

名
を

超
す
地
域
の

子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で

が
参
加
し
、
盛

況
で
し
た
。 

 

 

10
月
13
日(

土)

、
馬
宮
西
小
学
校
体

育
館
に
て
、
右
岸

4
自
治
会(

飯
田
新

田
・
湯
木
町
・
塚
本
町
・
馬
宮
団
地)

合

同
に
よ
る
、
健
康
教
室
&
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
情
報
提
供
が
あ
り
、
何

よ
り
も
ご
近
所
と
の
日
々

の
お
付
き
合
い
が
地
域
防

災
の
取
組
の
第
一
歩
、
と

い
う
内
容
に
あ
ら
た
め
て

納
得
し
ま
し
た
。 

ロ
ビ
ー
で
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
防
災
情

報
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
特
集
、

各

支

部

の

講

習

会
は
い
か
が
で
し
た
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
は
違
い
ま
す
が
、
ど
れ
も
こ
れ

か
ら
の
生
活
に
す
ぐ
役
立
ち
そ
う
で
す

ね
。
人
生
百
歳
時
代
と
な
り
ま
し
た
が
、

『
健
康
寿
命
』
を
伸
ば
す
た
め
に
も
、

参
考
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

馬
宮
地
区
社
協
は
、
今
年
も
皆
様
の

安
心
安
全
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
。
今
年
こ
そ
、
自
然
災
害
の
な
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

            

さ
い
た
ま
市
が
推
奨
す

る
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

が
各
地
で
立
上
り
ま
し
た
。

無
理
の
な
い
動
き
で
、
自
然

に
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。 

 

・ 


